
の
透
谷

ー
そ
の
可
能
性
と
限
界
|

J
D

』つ

つ

序

こ
れ
ま
で
北
村
透
谷
の
討
究
は
、
多
く
「
透
谷
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
何
で
あ

っ
た
の
か
」
に
終
始
し
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
透
谷
と
は
、
他
の
何
か
で

あ
り
う
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
、
他
の
何
か
で
あ
り
え
た
可
能
性
は
無
か
っ

た
か
」
と
い
う
問
い
も
存
在
も
し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
取
り
も
直
さ
ず
透
谷
が
何
故
自
殺
し
た
の
か
と
い
う
間
い
に
連
動
す
る
。
何
故

死
ん
だ
の
か
と
い
う
問
い
は
他
に
生
き
る
道
は
無
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
も

連
な
る
が
故
で
あ
る
・

あ
る
種
の
完
成
と
と
も
に
、
大
き
な
未
完
成
の
中
に
そ
の
短
い
一
生
を
走
り
き

っ
た
と
思
わ
れ
る
透
谷
に
関
し
て
、
完
成
を
基
軸
と
す
る
と
そ
れ
故
に
も
つ
限
界

もう一つの透谷

に
つ
い
て
、
未
完
を
基
軸
と
す
る
と
そ
れ
故
に
考
え
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

少
し
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
の
が
、
本
稿
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
治
初
・
中
期
に
一
つ
隆
盛
の
時
代
を
築
い
た
少
年
投
稿
雑
誌
『
頴
才
新
誌
』

を
読
ん
で
い
て
、
ふ
と
明
治
二
十
四
年
に
集
中
す
る
「
東
京
府

T
.
K
.
」
な

る
若
者
の
、
四
つ
の
投
稿
論
に
出
会
っ
た
。
明
治
二
十
四
年
と
い
え
ば
、
透
谷
に

と
っ
て
、
同
年
五
月
の
「
蓬
莱
曲
」
、
十
一
月
の
「
二
宮
尊
徳
翁
」
以
外
作
品
の

発
表
の
な
い
一
種
の
空
白
期
で
あ
り
、
透
谷
の
筆
に
な
る
か
と
少
し
気
に
か
か
っ

横

林

混

た
が
、
当
時
の
日
記
(
「
透
谷
子
漫
録
摘
集
」
)
な
ど
と
比
べ
る
と
、
こ
の

T
.

K
.
氏
の
投
稿
論
は
文
体
的
に
い
か
に
も
未
熟
で
透
谷
で
あ
る
可
能
性
は
乏
し
い
。

も
し
、
も
う
十
年
前
の
透
谷
で
あ
れ
ば
と
心
残
り
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
容
は
き
わ
め
て
透
谷
内
質
に
近
く
、
透
谷
の
空
白
、
あ

だ
が
し
か
し
、

る
い
は
透
谷
全
体
に
か
か
わ
る
可
能
性
を
一
示
す
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
逆
に
、
透
谷
の
今
一
つ
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、

こ
こ
に
提
示
し
て
み
る
。

勺

J
'
E
A
 
つ白

一、

四
つ
の
投
稿
論
と
記
し
た
。
そ
の
第
一
が
、
次
の
「
都
ノ
少
年
」

で
あ
る
。

繁
昌
ナ
ル
ハ
都
会
ナ
リ
、
便
利
ナ
ル
ハ
都
会
ナ
リ
、
人
口
調
密
ナ
ル
ハ
都
会

ナ
り
、
富
者
多
キ
ハ
都
会
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
貧
者
多
キ
モ
亦
都
会
ナ
リ
、
悪

徒
遊
冶
郎
多
キ
モ
亦
都
会
ナ
リ
、
腐
敗
ノ
空
気
治
々
充
満
セ
ル
モ
亦
都
会
ナ

リ
、
換
言
ス
レ
ハ
、
都
会
ハ
善
悪
最
極
ノ
羅
織
場
ナ
リ
、
市
シ
テ
悪
ニ
入
ル

ハ
易
ク
、
善
ニ
入
ル
ハ
難
シ
、
故
ニ
都
ノ
少
年
ハ
動
モ
ス
レ
ハ
放
蕩
ノ
奴
隷

ト
ナ
リ
、
怠
惰
ノ
魁
首
ト
ナ
リ
、
軽
薄
ノ
堕
落
者
ト
ナ
ル
、
是
レ
古
来
大
英



もう一つの透谷

雄
、
大
文
豪
、
大
商
人
メ
都
会
ニ
生
レ
サ
ル
所
以
ナ
リ
、
思
フ
ニ
、
都
会
ニ

生
レ
タ
ル
少
年
ハ
、
人
生
ノ
最
大
不
幸
者
ナ
ル
ヘ
シ
、
ベ
ン
ガ
ル
人
民
ノ
、

比
馬
位
E
山
麓
ノ
人
民
ニ
於
ル
カ
知
ク
、
楊
子
江
畔
人
民
ノ
、
満
州
、
蒙
古

ノ
人
民
ニ
於
ル
カ
如
ク
、
優
勝
劣
敗
ノ
生
存
競
争
場
裡
ニ
於
テ
、
都
ノ
少
年

ハ
常
ニ
地
方
少
年
ニ
圧
倒
セ
ラ
ル
ル
ヲ
免
レ
ス
、
而
シ
テ
学
校
モ
其
弁
護
人

ナ
リ
、
社
会
ノ
歴
史
モ
其
保
証
者
ナ
リ
、
蓋
シ
都
会
ノ
少
年
ハ
、
四
面
虚
飾

ノ
内
ニ
ア
リ
、
詐
語
ノ
宮
中
ニ
ア
リ
、
満
街
紅
塵
万
丈
ノ
内
ニ
ア
リ
、
花
柳

ノ
臭
気
紛
々
ト
シ
テ
、
淫
風
盈
々
ノ
担
霧
中
ニ
ア
リ
、
金
力
即
チ
権
力
ノ
陰

険
線
中
ニ
ア
リ
、
人
間
天
真
燭
漫
ノ
美
発
ス
ル
ニ
暇
ナ
ク
、
忍
耐
、
勤
勉
、

敦
厚
ノ
徳
風
去
リ
、
地
方
少
年
質
朴
、
勤
勉
ノ
熔
火
ニ
驚
カ
サ
レ
テ
、
甲
骨

ヲ
着
シ
、
槍
鯨
ヲ
振
フ
モ
、
柔
弱
ノ
身
体
、
健
康
ノ
精
神
ヲ
宿
ス
ニ
由
ナ
ク
、

連
戦
連
敗
、
空
シ
ク
幽
谷
ノ
芳
蘭
ニ
樹
園
ノ
全
権
ヲ
掌
握
セ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
、

宣
ニ
慨
嘆
セ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
、
鴫
呼
都
会
少
年
ノ
睡
眠
ヲ
警
醒
ス
ル
、
果
シ

テ
如
何
セ
ハ
可
ナ
ル
乎
、
予
ニ
三
策
ア
リ
、

一
二
日
ク
、
地
方
旅
行
ヲ
試
ミ

ョ
、
二
ニ
日
ク
、
地
方
旅
行
ヲ
試
ミ
ヨ
、
三
ニ
日
ク
、
地
方
旅
行
ヲ
試
ミ
ヨ
、

(明

μ
・
1
・
口
『
穎
才
新
誌
』
第
七
百
三
号
)

T 

K
.
氏
は
、
都
会
の
「
繁
目
」
「
便
利
」
を
述
べ
つ
つ
も
、
そ
こ
を
「
善

そ
こ
で
「
都
ノ
少
年
」
が
、
「
放
蕩
ノ
奴
隷
」

悪
最
極
ノ
羅
織
場
」
と
と
ら
え
、

と
な
り
、
「
怠
惰
ノ
魁
首
」
と
な
り
、
「
軽
薄
ノ
堕
落
者
」
と
な
る
こ
と
を
憂
え
、

そ
こ
か
ら
は
「
大
英
雄
、
大
文
豪
、
大
商
人
」
は
生
ま
れ
な
い
と
し
て
、
「
都
会
」

の
醜
悪
を
慨
嘆
、

一
二
日
ク
、
地
方

そ
の
解
決
法
と
し
て
、
「
予
ニ
三
策
ア
リ
、

旅
行
ヲ
試
ミ
ヨ
、
二
ニ
臼
ク
、
地
方
旅
行
ヲ
試
ミ
ヨ
、
三
ニ
日
ク
、
地
方
旅
行
ヲ

試
ミ
ヨ
、
」
と
声
高
く
提
唱
し
て
い
る
。

透
谷
は
少
年
時
、
旅
行
を
好
み
各
地
を
さ
す
ら
い
、
「
ト
ラ
ヴ
エ
ラ

l
」
と
い

う
あ
だ
名
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
年
生
は
各
地
に
旅
行
し
風
景
の
賞
味
家
と
な
れ
り
、
又
た
種
々
の
人
間

に
交
際
し
て
人
情
の
研
究
家
と
な
れ
り
、

(
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
草
稿
」
明

m
・
8
-
M
)

「
余
が
東
京
専
門
学
校
に
あ
り
し
時
、
人
あ
り
余
に
告
げ
て
日
く
、
塾
に
北

村
門
太
郎
と
云
ふ
人
あ
り
、
此
人
頗
る
漫
遊
を
好
み
、
一
旦
罰
然
と
し
て
出

れ
ば
、
五
六
十
日
は
帰
り
来
ら
ず
、
蓋
し
一
奇
人
な
り
と
」
(
宮
崎
湖
処
子

「
透
谷
庵
を
憤
ふ
」
・
一
八
九
四
年
六
月
五
日
「
国
民
新
聞
」
所
載
)
。
透

谷
が
ト
ラ
ヴ
エ
ラ
!
と
い
う
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
頃
で
あ
っ

-214-

た
(
勝
本
清
一
郎
『
透
谷
全
集
第
三
巻
』
「
年
譜
」
昭
叩
・

9

岩
波
書
陪
〉

こ
れ
か
ら
二
つ
の
こ
と
が
、
言
え
そ
う
で
あ
る
。

一
つ
は
ま
さ
に
こ
の
投
稿
論

は
旅
行
を
好
ん
だ
透
谷
の
提
言
と
し
て
当
を
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
今
一
つ
は
「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
(
明
日
稿
)
、
「
三
日
幻
境
」
(
明
白
・

そ
の
才
覚
を
表
す
も
、
透
谷
自
身
、
そ
の
後
、
旅
行
に
乏
し

8
1
9
)
な
ど
に
、

か
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
そ
の
自
己
に
対
す
る
忠
告
と
も
な
り
、
ま
た
そ
の
後
半

生
の
予
兆
や
予
告
と
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
透
谷
晩

年
も
し
、
今
少
し
広
い
旅
行
や
視
野
が
あ
れ
ば
と
思
わ
れ
、
そ
の
提
言
は
時
代
に

対
す
る
と
と
も
に
透
谷
自
身
に
強
く
か
か
わ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。



一一、

投
稿
論
の
第
二
は
、
「
弾
劾
戦
争
文
」
な
る
一
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
よ
り
透

谷
内
意
に
近
い
論
で
あ
る
。
少
し
長
い
が
こ
れ
も
さ
き
に
全
文
引
い
て
み
る
。

鴫
呼
戦
争
ヨ
、
汝
ハ
ソ
モ
奈
何
ナ
ル
魔
神
ソ
ヤ
、
古
来
汝
ノ
為
メ
ニ
命
ヲ
碩

シ
、
生
ヲ
失
ヒ
シ
者
、
幾
何
ソ
、
虎
ノ
知
キ
勇
士
モ
、
奇
計
湧
ク
カ
如
キ
ノ

智
者
モ
、
汝
ノ
為
メ
ニ
ハ
、
皆
悲
惨
ノ
墓
場
ニ
葬
ラ
レ
ヌ
、
嶋
呼
戦
争
ヨ
、

汝
ハ
ソ
モ
奈
何
ナ
ル
怨
鬼
ソ
ヤ
、
縦
横
六
大
州
、
上
下
五
千
載
、
汝
ノ
為
メ

ニ
蒙
リ
タ
ル
億
兆
蒼
生
ノ
害
悪
ハ
、
幾
何
ソ
、
砲
声
天
ニ
轟
ケ
ハ
、
血
河
法

々
ト
シ
テ
涜
レ
、
剣
戟
一
ト
タ
ヒ
交
ハ
レ
ハ
、
屍
山
忽
チ
現
ハ
ル
、
嶋
呼
戦

争
ヨ
、
汝
ハ
ソ
モ
奈
何
ナ
ル
暴
君
ソ
ヤ
、
人
生
汝
ノ
為
メ
ニ
幸
福
安
寧
ヲ
妨

害
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
、
幾
何
ソ
、
星
ヲ
踏
テ
出
テ
、
月
ヲ
戴
テ
還
リ
、
額
ニ

汗
シ
テ
得
タ
ル
黄
金
モ
、
掌
中
ノ
玉
、
頭
上
ノ
珊
瑚
ト
称
セ
ラ
レ
タ
ル
壮
年

ノ
愛
子
モ
、
汝
ノ
為
メ
ニ
ハ
皆
空
詰
ノ
犠
牲
ト
ナ
リ
終
リ
ヌ
、
鳴
呼
戦
争
ヨ
、

汝
ハ
ソ
モ
奈
何
ナ
ル
開
花
ノ
塗
泥
者
ソ
ヤ
、
汝
ノ
為
メ
ニ
恨
ヲ
呑
ミ
、
怨
ヲ

合
ミ
、
地
下
ニ
眠
ル
発
明
家
、
発
見
家
、
幾
人
ソ
、
無
限
ノ
富
庫
大
塊
ニ
影

ヲ
映
セ
ハ
、
汝
ハ
忽
チ
是
ニ
紅
血
ヲ
流
シ
、
理
化
学
ノ
発
達
其
鋒
火
ヲ
挙
ク

レ
ハ
、
放
ハ
直
チ
ニ
之
ヲ
捉
ヘ
テ
、
多
ク
人
ヲ
屠
ル
、
嶋
呼
戦
争
ヨ
、
汝
ハ

もう一つの透谷

ソ
モ
奈
何
ナ
ル
文
明
ノ
不
平
者
ソ
ヤ
、
古
来
汝
ノ
為
メ
ニ
救
世
済
民
ノ
宗
教

家
カ
、
風
ニ
突
シ
、
雨
ニ
晒
ヒ
シ
コ
ト
、
幾
回
ソ
、
仁
慈
ノ
恩
光
モ
、
汝
来

レ
ハ
程
々
タ
ル
紅
雨
ト
化
シ
去
リ
、
万
巻
ノ
経
典
モ
、
汝
ノ
暴
虐
ヲ
制
ス
ル

ユ
ト
ピ
ア
シ
.
ェ
l
ジ

能
ハ
ス
、
汝
世
ニ
在
ル
コ
ト
、
愈
々
長
ケ
レ
ハ
、
蓬
莱
時
代
来
ル
コ
ト
、

愈
々
遠
シ
、
鳴
呼
戦
争
ヨ
、
汝
ハ
ソ
モ
奈
何
ナ
ル
不
正
ノ
大
法
官
ソ
ヤ
、
汝

ノ
為
メ
ニ
邪
者
勝
チ
、
正
者
敗
レ
、
持
獅
肌
ヘ
、
弱
羊
艶
レ
シ
コ
ト
、
幾
何

ソ
、
時
ト
シ
テ
汝
ハ
自
由
ノ
忠
僕
ト
ナ
リ
、
正
義
ノ
天
使
ト
ナ
レ
リ
、
然
レ

ト
モ
汝
ノ
大
手
ハ
、
常
ニ
弱
肉
強
肉
ノ
理
義
ヲ
、
不
吉
ナ
ル
無
名
ノ
深
霧
中

ニ
実
演
セ
リ
、
鳴
呼
戦
争
ヨ
、
汝
ハ
ソ
モ
奈
何
ナ
ル
造
化
ノ
反
逆
人
ソ
ヤ
、

字
宙
ノ
大
観
、
汝
ノ
為
メ
ニ
不
幸
ヲ
蒙
リ
タ
ル
コ
ト
、
幾
何
ソ
、
百
万
ノ
人

口
ヲ
保
テ
ル
大
都
モ
、
汝
ノ
為
ニ
ハ
忽
チ
一
条
ノ
黒
畑
ト
化
シ
去
り
、
天
高

ク
気
清
夕
、
音
ナ
夕
、
風
ナ
キ
、
静
カ
ナ
ル
広
野
モ
、
汝
ノ
為
メ
ニ
ハ
粛
々

ト
シ
テ
悲
風
繍
キ
、
鬼
火
湿
々
ト
シ
テ
微
カ
ニ
、
人
世
ノ
無
常
ヲ
吊
フ
ノ
修

羅
場
ト
変
シ
ヌ
、
鳴
呼
魔
神
ヨ
、
怨
見
ヨ
、
暴
君
ヨ
、
汝
ハ
人
間
至
大
ノ
幸

福
ヲ
購
フ
ノ
権
力
ヲ
有
ス
ル
ヤ
、
鳴
呼
造
化
ノ
反
逆
者
ヨ
、
不
正
ノ
大
法
官

ョ
、
汝
ハ
斯
民
ヲ
シ
テ
安
眠
ノ
床
台
ニ
就
カ
シ
メ
、
将
タ
悠
々
楽
園
ニ
術
符

セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ル
ヤ
、
鳴
呼
開
化
ノ
塗
泥
者
ヨ
、
文
明
ノ
不
平
者
ヨ
、
汝
ハ

社
会
進
歩
ノ
潮
琉
ヲ
濁
ラ
シ
、
仁
愛
ノ
天
日
ヲ
蔽
ヒ
、
残
忍
ノ
先
駆
ト
ナ
リ

テ
、
市
シ
テ
中
心
向
欣
々
タ
ル
乎
、
嶋
呼
弾
丸
ヨ
、
槍
朗
ヨ
、
汝
ハ
霧
ノ
如

ク
飛
ヒ
、
電
光
ノ
知
ク
閃
メ
キ
、
人
ノ
頭
脳
ヲ
貫
キ
、
人
ノ
肢
体
ヲ
粉
末
ニ

シ
、
而
シ
テ
汝
ノ
天
職
ヲ
尽
セ
リ
ト
思
フ
乎
、
鳴
呼
紅
雪
ヨ
、
血
雨
ヨ
、
汝

ペ
イ
ン
タ
ー

ハ
窪
見
タ
ル
山
頂
ニ
降
リ
、
洋
々
タ
ル
大
江
ヲ
染
メ
、
而
シ
テ
絶
世
ノ
画
工

ナ
リ
ト
斡
ル
乎
、
鳴
呼
戦
争
ヨ
、
干
犬
ヨ
、
汝
ハ
生
霊
ノ
白
骨
ヲ
見
サ
レ
ハ

-215-

満
足
セ
サ
ル
乎
、
汝
ハ
密
演
ニ
苦
シ
ム
兵
士
ノ
声
ヲ
聞
カ
サ
レ
ハ
、
恰
々
タ

ラ
サ
ル
乎
、
抑
亦
汝
ハ
世
界
ノ
人
民
ヲ
挙
ケ
テ
、
悉
ク
赤
色
ノ
水
波
ニ
漂
ハ

シ
メ
サ
レ
ハ
、
以
テ
莞
爾
タ
ラ
サ
ル
乎
、
鴫
呼
自
由
ノ
戦
争
、
誰
カ
之
ヲ
拒

マ
ン
、
正
義
ノ
戦
争
、
誰
カ
是
ニ
抗
セ
ン
、
然
レ
ト
モ
是
レ
尚
圧
制
者
、
不

正
者
ノ
呼
ヒ
起
シ
タ
ル
不
吉
ノ
戦
争
ニ
非
ラ
ス
シ
テ
何
ソ
、
況
ヤ
戦
争
ノ
為



もう一つの透谷

メ
ノ
戦
争
ニ
於
テ
オ
ヤ
、
虚
名
ヲ
得
ン
為
メ
ノ
戦
争
ニ
於
テ
オ
ヤ
、
無
名
ノ

戦
争
ニ
於
テ
オ
ヤ
、
其
結
果
唯
二
ア
ル
ノ
ミ
、
一
二
日
ク
不
幸
、
二
ニ
日
ク

皆
無
、
鴫
呼
、
六
花
績
紛
タ
ル
北
極
ノ
天
ヨ
リ
、
緑
葉
欝
乎
タ
ル
熱
帯
ノ
空

ニ
至
ル
迄
、
陸
風
ノ
噺
カ
サ
リ
シ
所
、
幾
所
カ
ア
ル
、
浪
静
カ
ナ
ル
珊
瑚
礁

畔
ヨ
リ
、
喧
々
タ
ル
氷
山
ノ
近
傍
ニ
至
ル
迄
、
血
痕
ノ
点
セ
サ
リ
シ
所
、
幾

所
カ
ア
ル
、
試
ニ
予
ヲ
シ
テ
戦
争
ノ
弾
劾
者
タ
ラ
シ
メ
ヨ
、
予
ハ
世
界
万
民

ノ
名
ヲ
以
テ
、
戦
争
ヲ
弾
劾
ス
、
彼
レ
人
世
ノ
幸
福
ト
平
和
ヲ
際
問
セ
リ
、

予
ハ
文
明
ト
開
化
ニ
代
テ
、
戦
争
ヲ
弾
劾
ス
、
彼
レ
暴
君
ヲ
助
テ
正
人
ヲ
苦

シ
メ
、
仁
愛
ノ
彩
虹
ヲ
消
散
シ
テ
、
残
忍
ノ
燐
火
ヲ
挙
ケ
リ
、
而
シ
テ
予
ハ

最
後
ニ
宗
教
家
ノ
名
ヲ
以
テ
、
理
財
家
ノ
名
ヲ
以
テ
、
教
育
家
ノ
名
ヲ
以
テ
、

男
女
両
性
ノ
名
ヲ
以
テ
、
老
幼
両
者
ノ
名
ヲ
以
テ
、
此
有
害
無
益
ナ
ル
戦
争

ヲ
弾
劾
ス
、
鳴
呼
戦
争
、
尚
逝
カ
ス
ン
ハ
、
十
九
世
紀
ノ
文
明
社
会
モ
、
尚

太
古
ノ
野
蛮
社
会
ノ
ミ
、
予
亦
何
ヲ
カ
云
ハ
ン
、

(明
M
・
1
・
引
『
穎
才
新
誌
』
第
七
百
五
号
)

「
鴫
呼
」
の
連
続
に
よ
り
、
戦
争
を
「
魔
神
」
「
暴
君
」
「
開
化
ノ
塗
泥
者
」
「
文

明
ノ
不
平
者
」
と
し
て
告
発
、
た
め
に
「
蓬
莱
時
代
来
ル
コ
ト
、
愈
々
遠
シ
」
と

嘆
き
、
た
め
に
「
百
万
ノ
人
口
ヲ
保
テ
ル
大
都
」
も
二
条
ノ
黒
姻
」
と
化
す
と

記
す
。
更
に
は
、
「
自
由
ノ
戦
争
」
や
「
正
義
ノ
戦
争
」
と
言
う
も
、
こ
れ
は
「
圧

制
者
、
不
正
者
ノ
呼
ヒ
起
シ
タ
ル
不
吉
ノ
戦
争
ニ
非
ラ
ス
シ
テ
何
ソ
」
と
そ
れ
ら

を
拒
否
、
戦
争
全
般
を
「
宗
教
家
ノ
名
ヲ
以
テ
、
理
財
家
ノ
名
ヲ
以
テ
、
教
育
家

ノ
名
ヲ
以
テ
、
男
女
両
性
ノ
名
ヲ
以
テ
、
老
幼
両
者
ノ
名
ヲ
以
テ
、
此
有
害
無
益

ナ
ル
戦
争
ヲ
弾
劾
ス
、
」
と
高
唱
し
て
い
る
。

透
谷
は
、
早
く
に
、
明
治
二
十
二
年
、
日
本
平
和
会
創
立
に
か
か
わ
り
、
こ
の

明
治
二
十
四
年
頃
に
は
そ
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
、
二
十
五
年
に
は
、
機
関
誌

『
平
和
』
の
主
筆
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
々
の
具
体
的
な
行
動
や
論

調
は
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
平
和
』
収
載
論
稿
も
具
体
的
な
内
実
に
乏
し

い。

T
.
K
.
氏
の
よ
う
な
生
彩
あ
る
戦
争
批
判
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
『
平

和
』
に
載
せ
た
透
谷
の
戦
争
批
判
を
引
け
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

戦
争
に
対
す
る
偉
人
の
理
想

は
、
労
苦
を
以
て
敢
て
喪
敗
せ
ざ
る
な
り
。
高
潔
崇
高
な
る
詩
人
哲
学
者

は
悉
く
、
戦
争
の
邪
念
を
悪
む
、
而
し
て
英
雄
中
の
英
雄
な
る
基
督
に
至
り

て
は
堅
く
万
民
の
相
戦
ふ
を
禁
じ
た
り
。
凡
て
人
を
誼
ふ
の
念
を
誠
し
め
、

己
れ
を
誼
ふ
者
を
愛
す
る
を
も
て
天
国
の
極
意
と
せ
り
。
是
れ
を
、
極
め
て

簡
に
し
て
市
し
て
極
め
て
大
な
る
理
想
と
言
は
ざ
ら
め
や
。
人
若
し
我
が
右

の
頬
を
う
た
ば
、
左
の
頬
を
も
向
け
て
う
た
し
め
よ
と
は
、
宣
天
地
を
円
う

-216-

す
る
最
大
秘
訣
に
あ
ら
ず
や
。

(
「
想
断
々

(
1
)
」
明
白
・

3
)

闘

犬

戦
ひ
に
死
し
て
背
を
敵
に
向
け
ず
、
其
勇
は
実
に
嘉
す
ベ
し
。
然
れ
ど
も

戦
ふ
為
に
産
れ
、
戦
ふ
為
に
作
る
可
き
は
、
夫
れ
仏
国
か
。
一
大
魔
あ
り
て

人
間
界
を
支
配
す
る
と
せ
ば
、
彼
は
仏
国
を
以
て
一
闘
犬
と
な
し
つ
』
あ
る

な
り
。
何
と
な
れ
ば
仏
人
は
国
利
の
為
に
戦
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
戦
ひ
の
為
に

戦
ふ
。
平
和
、
平
和
、
遂
に
爾
を
煩
は
さ
ざ
る
を
得
ず
。

(
「
想
断
々

(
2
)
」
明
白
・

3
)



前
述
の
ト
ラ
ヴ
エ
ラ
!
と
同
じ
く
、
こ
の
投
稿
論
も
右
の
よ
う
な
『
平
和
』
収

載
の
論
調
に
比
べ
る
と
よ
り
具
体
的
で
激
し
く
、
も
し
、
も
っ
と
フ
ア
ナ
テ
ツ
ク

に
こ
れ
ら
の
方
向
に
透
谷
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
ら
、
今
一
人
の
平
和
運
動
家

透
谷
が
存
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
っ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

T
.
K
.
氏
第
三
回
目
の
投
稿
論
は
、
「
村
落
の
鉄
匠
(
訳
西
詩
ご

と
題
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
西
洋
詩
の
翻
訳
の
試
み
で
あ
る
。

そ
し
て
、

もう一つの透谷

栗
樹
繁
茂
し
、
枝
葉
蔚
然
、
村
落
の
鉄
匠
、
栗
樹
の
下
に
件
立
す
、
鉄
匠
元

と
大
力
の
人
、
手
大
に
亦
剛
、
剛
腕
の
節
肉
、
鉄
板
よ
り
強
し
、

か
し
わ
の
か
わ
の
と
な

縮
髪
、
色
濃
く
長
く
垂
れ
、
顔
黄
褐
、
傑
皮
末
の
知
し
、
額
は
流
汗
湿

々
、
是
れ
誠
実
の
硫
汗
、
不
義
の
利
得
、
宣
に
収
め
取
る
事
を
な
さ
ん
や
、

未
だ
負
は
す
、
漂
母
の
一
餐
、
偉
か
ら
す
、
畏
れ
す
、
悠
々
望
見
す
、
全
世

ふ
ゐ
が
う

界
、
週
日
来
り
、
週
日
去
り
、
朝
来
り
、
夜
迎
ふ
、
風
植
の
音
は
間
絶
せ
す
、

重
槌
の
響
き
、
宣
に
止
む
の
時
あ
ら
ん
や
、
打
撃
斉
又
緩
、
疑
ら
く
は
、
是

れ
寺
僕
落
陽
に
叩
く
村
落
の
鐘
声
、

残
し
来
る
学
校
の
門
、
還
り
来
る
我
が
家
、
関
戸
の
外
よ
り
内
を
眺
め
見
る

は
、
是
れ
児
童
、
児
童
見
る
事
を
愛
す
、
赤
織
せ
る
鍛
鉄
場
、
文
聞
く
事
を

好
む
、
風
植
の
肌
声
、
更
に
喜
ぶ
、
飛
散
せ
る
炎
花
を
捕
ふ
る
事
を
、

す
れ
っ
し
ん
ぐ
ふ
ら
わ

l

炎
花
績
紛
、
糠
紛
の
落
架
よ
り
飛
落
す
る
か
如
し
、

安
息
日
に
は
寺
院
に
詣
つ
、
席
は
其
児
の
中
に
あ
り
、
僧
侶
祈
祷
し
、

又
教

を
説
く
、
村
落
の
唱
歌
、
歌
ふ
娘
の
声
、
間
て
悦
ふ
鉄
匠
か
心
、

娘
の
歌
声
極
楽
浄
土
、
母
の
歌
声
、
宣
に
向
一
次
母
を
思
は
さ
る
を
得
ん
や
、

母
は
安
臥
す
、
埜
冗
の
肉
、
知
ら
す
、
状
奈
何
、
剛
組
の
手
拭
ひ
去
る
両
眼

涙
の
雫
、

労
苦
文
歓
楽
、
歓
楽
又
悲
哀
、
日
を
送
り
、
日
を
迎
ふ
、
鉄
匠
か
生
涯
、
毎

朝
某
工
を
始
め
、
毎
夕
某
工
を
終
る
、
某
事
を
試
み
、
某
事
を
為
し
、
儲
け

得
た
り
一
夜
の
快
眠
、
鉄
匠
是
れ
尊
友
、
教
務
宣
に
多
謝
せ
さ
る
を
得
ん
や
、

人
生
亦
赤
蛾
せ
る
鍛
鉄
場
、
利
運
の
製
作
是
れ
に
異
る
へ
か
ら
す
、
炎
々
た

る
行
為
思
想
、
総
て
是
れ
何
に
依
て
形
ち
付
け
な
ん
、
鉄
匠
師
と
す
へ
し
、

鉄
砧
の
上
、
鉄
砧
撃
て
は
声
あ
り
、
鰹
爾
と
し
て
な
る
、

(明

μ
・
6

・6
『
穎
才
新
誌
』
第
七
百
二
十
三
号
)

こ
の
前
年
の
明
治
二
十
三
年
十
一
月
、
透
谷
は
普
連
土
女
学
校
に
英
語
教
師
と

し
て
奉
職
し
て
い
る
。
そ
こ
で
透
谷
が
何
を
教
え
た
か
。
私
に
と
っ
て
、
何
よ
り

奇
妙
に
思
え
る
の
は
、
東
京
専
門
学
校
政
治
科
や
英
語
科
に
数
年
学
ん
だ
だ
け
の

透
谷
に
ど
の
位
の
学
力
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
記
の
勝
本
年
譜

勾

t
y
i
 
n
L
 

は
、
早
く
に
、
明
治
十
六
年
英
語
修
行
の
た
め
横
浜
の
ホ
テ
ル
に
ボ

l
イ
と
し
て

雇
わ
れ
、
外
国
人
に
叱
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
の
ち
、

ハ
ム
レ
ッ
ト

の
解
釈
に
つ
い
て
、
斎
藤
冬
に
異
論
を
出
さ
れ
「
成
程
さ
う
解
釈
し
て
も
面
白
い
、

さ
う
い
ふ
や
う
に
人
々
の
考
で
い
ろ
い
ろ
解
釈
し
得
ら
れ
る
所
が
沙
翁
の
偉
い
所

で
す
。
」
(
星
野
ま
ん
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
講
義
」
昭
9
・
4
『
明
治
文
学
研
究
』
)

と
い
っ
た
奇
妙
な
問
答
が
あ
っ
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
平
和
』
に
、
ト

ル
ス
ト
イ
の
「
戦
争
と
平
和
」
の
訳
載
を
何
度
か
予
告
し
て
い
る
が
、
し
か
し
結

局
、
果
た
し
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



もう一つの透谷

ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、
小
説
「
宿
魂
鏡
」
(
明
日
・

1
)
の
中
で
、
主
人
公

の
芳
三
が
、
次
の
よ
う
に
、
お
弓
に
「
ロ
ン
グ
フ
エ
ロ

l
の
詩
」
の
訳
読
を
課
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ハ
、
そ
ん
な
口
を
、
ど
こ
か
ら
、
学
校
か
ら
覚
え
て
来
て
か
、
華
族
女
学
校

に
は
悪
い
教
師
が
居
る
と
見
え
る
、

そ
れ
よ
り
は
昨
日
の
ロ
ン
グ
フ
エ
ロ

l

の
詩
は
何
う
な
さ
れ
し
、
能
く
解
か
り
ま
し
た
か
。
イ
ヱ
解
り
ま
せ
ぬ
、
解

お
〈
が
た

か
ら
ぬ
事
は
矢
張
り
解
り
ま
せ
ぬ
。
ま
た
其
ん
な
事
を
、
夫
人
は
何
方
へ
か

御
出
掛
な
さ
れ
た
か
。
例
の
亀
野
様
と
‘
あ
の
舞
踏
会
ヘ
。

そ
し
て
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
「
村
落
の
鉄
匠
」
は
、

ロ
ン
グ
フ
エ
ロ

l
の
詩
で

い
か
に
も
稚
拙
な
、
し
か
し
、
朴
前
な
翻
訳
の
試
み
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
翌
々
年
、
宮
崎
湖
処
子
の
『
湖
処
子
詩
集
』
(
明
日
・
日
)
中

に
同
じ
詩
が
、
次
の
よ
う
に
見
事
に
訳
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
比
べ
る
と
、

こ
の
試
み
が
、
た
だ
な
る
試
み
と
し
て
の
位
置
し
か
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
証
明

あ
り
、

し
て
い
る
。
『
小
学
唱
歌
集
』
(
明

u
-
H
i
口
・

3
)
に
お
け
る
「
村
の
鍛
治

屋
」
な
ど
も
こ
う
い
っ
た
流
れ
の
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

里

鍛

治

ロ
ン
グ
フ
ヘ
ロ

l
原
作

影
い
と
ひ
ろ
き
粟
の
樹
の
/
下
に
里
の
鍛
治
底
の
立
ち
に
け
り
。
/
鍛
冶
の

か
ひ
な

男
は
た
け
た
か
く
/
骨
た
く
ま
し
く
手
も
肥
え
て
つ
、
/
つ
よ
き
腕
は
く

ろ
が
ね
の
/
索
も
絢
ふ
べ
く
見
え
に
け
り
。

髪
は
か
し
ら
に
結
ぽ
ほ
れ
、
/
面
は
あ
か
く
な
り
に
け
り
。
/
と
る
い
と
な

ひ
ま

み
の
聞
を
な
み
/
ひ
た
ひ
の
汗
の
ひ
る
ま
な
し
。
/
さ
ば
れ
世
に
負
ふ
所
な

み
/
ひ
ろ
き
は
か
れ
が
肩
身
な
り
。

ひ

と

め

ぐ

り

か

な

し

き

日
日
の
あ
け
く
れ
一
週
、
/
た
〉
ら
の
風
の
絶
間
な
し
。
/
鉄
砧
た
』
く

槌
お
と
も
/
自
づ
か
ら
な
る
調
に
て
、
/
夕
日
う
す
づ
く
山
寺
の
/
鐘
の
こ

ゑ
に
も
似
た
り
け
り
。

学
び
の
庭
よ
り
帰
る
子
は
/
鍛
冶
す
る
窓
に
む
ら
が
り
て
/
も
ゆ
る
囲
炉
裏

や
お
も
し
ろ
き
/
た
』
ら
の
音
を
見
っ
き
』
つ
、
/
瞬
く
問
ご
と
花
と
ち
る

/
火
花
ひ
ろ
ひ
て
遊
ぶ
な
り
。

や
す
み
ぴ

安
息
日
来
れ
ば
わ
が
子
等
を
/
つ
れ
て
み
寺
に
ま
ふ
で
て
は
、
/
ひ
じ
り
の

い
の
り
祈
神
の
み
ち
、
/
わ
け
で
も
部
の
し
ら
べ
に
て
/
歌
ふ
わ
が
娘
の
あ
は
れ

-218一

な
る
/
歌
を
き
く
な
り
う
れ
し
げ
に
。

天
津
国
に
て
亡
き
母
の
/
歌
ふ
声
聞
く
こ
、
ふ
ち
し
て
、
/
わ
が
娘
が
歌
ふ
度

か
ね

ご
と
に
/
む
か
し
の
こ
と
を
思
ひ
い
で
、
/
鉄
も
ひ
し
が
む
其
手
も
て
/
涙

ふ
く
な
り
人
し
れ
ず
。

そ
め

喜
び
、
悲
み
、
営
み
の
/
め
ぐ
る
率
の
世
を
世
に
て
、
/
事
な
し
初
ぬ
朝
な

朝
な
、
/
事
な
し
は
て
ぬ
タ
な
タ
な
、
/
思
ひ
た
ち
ま
ち
遂
げ
ぬ
れ
ば
/
夜

々
の
や
す
み
も
の
ど
か
な
り
。



其
鍛
治
男
朝
な
夕
な
、
/
め
で
た
き
教
を
教
ふ
な
り
。
/
わ
が
運
命
も
世
の

中
の
/
囲
炉
裏
に
と
け
て
、
鉄
し
き
に
/
き
た
は
れ
て
こ
そ
、
世
を
て
ら
す

/
業
と
言
葉
に
な
り
も
す
れ
.

透
谷
の
英
語
力
が
ど
れ
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
、
く
わ
し
く
は
解
か
り
か
ね
る
が
、

こ
う
い
っ
た
翻
訳
を
行
う
こ
と
も
、
「
戦
争
と
平
和
」
翻
訳
予
告
な
ど
を
思
い
起

こ
す
と
、
今
一
人
の
透
谷
、
翻
訳
家
と
し
て
の
透
谷
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

四

そ
し
て
、
投
稿
論
第
四
は
「
人
生
」
。
こ
れ
が
、

あ
る
。
こ
れ
も
先
に
全
文
引
い
て
み
る
。

T
.
K
.
氏
の
最
後
の
論
で

人
間
母
ノ
胎
内
ヲ
出
テ
¥
五
十
年
、
夢
乎
幻
乎
、
一
ハ
生
、
二
ハ
死
、
始
ハ

揺
藍
、
終
ハ
横
墓
、
少
壮
老
ノ
三
時
代
、
其
問
ニ
点
綴
シ
、
星
霜
之
ヲ
装
飾

シ
、
紅
顔
白
髪
外
テ
表
シ
、
紫
望
、
作
業
、
悔
悟
内
ニ
動
キ
、
忽
荒
ト
シ
テ

湾
円
球
上
ニ
来
リ
、
忽
荒
ト
シ
テ
揮
円
球
下
ニ
逝
ク
、
人
生
ノ
無
常
、
何
ソ

一
ニ
亙
ニ
至
ル
、
碧
蹄
大
塊
ヲ
臨
朋
ス
ル
ノ
英
雄
モ
、
鬼
神
ヲ
泣
カ
シ
ム
ル

ノ
詩
人
モ
、
月
卿
雲
客
ノ
貴
人
モ
、
山
渓
ノ
樵
夫
、
沙
上
ノ
漁
夫
モ
、
等
シ

もう一つの透谷

ク
皆
人
生
ノ
標
題
ノ
下
ニ
ハ
泣
キ
ヌ
、
鳴
呼
人
世
是
レ
何
者
ソ
、
然
レ
ト
モ
、

人
間
決
シ
テ
人
生
ノ
果
敢
ナ
キ
ヲ
嘆
ス
ル
勿
レ
、
生
ハ
自
然
ノ
負
債
ナ
リ
、

死
ハ
自
然
ノ
負
債
ヲ
償
却
ス
ル
ナ
リ
、
生
モ
命
ナ
リ
、
死
モ
天
ナ
リ
、
生
死

ハ
人
間
ノ
波
澗
ナ
リ
、
文
章
ナ
リ
、
生
ア
レ
ハ
、
蕊
ニ
死
ア
リ
、
死
ア
レ
ハ
、

蕊
ニ
生
ア
リ
、
油
然
タ
ル
北
極
ノ
雲
モ
、
滞
然
タ
ル
南
漠
ノ
雨
ト
ナ
リ
、
題

々
タ
ル
天
漢
ノ
明
星
モ
、
時
来
レ
ハ
光
ヲ
失
フ
、
況
ヤ
砂
乎
タ
ル
沿
海
ノ
一

粟
、
豊
生
ア
リ
テ
蕊
ニ
死
ナ
キ
ヲ
得
ン
ヤ
、
死
生
ハ
人
間
喜
憂
ノ
係
ル
所
ニ

ア
ラ
ス
、
人
間
ノ
方
ニ
務
ム
ヘ
キ
ハ
、
死
生
外
ニ
於
テ
、
人
間
ノ
職
分
ヲ
表

ス
ニ
ア
リ
、
蓋
シ
人
ハ
星
霜
呼
吸
ニ
生
活
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
行
為
思
想

ニ
生
活
ス
ル
ナ
リ
、
真
正
ノ
長
寿
者
ト
ハ
、
其
ノ
年
令
ノ
多
少
ニ
ア
ラ
ス
シ

テ
、
其
人
ノ
言
行
ノ
良
否
如
何
ニ
ア
リ
、
憂
フ
ル
所
ハ
光
陰
経
過
ノ
速
カ
ナ

ル
ニ
ア
ラ
ス
、
悲
シ
ム
所
ハ
事
業
ノ
成
ラ
サ
ル
ニ
ア
リ
、
夫
レ
光
陰
ハ
銀
滴

ナ
リ
、
金
雨
ナ
リ
、
荷
ク
モ
光
陰
ヲ
空
過
セ
ス
、
事
業
ヲ
成
シ
了
ラ
ハ
、
縦

令
身
ハ
天
折
シ
テ
、
北
部
一
片
ノ
姻
リ
ト
消
ヘ
去
ル
モ
、
芳
名
ハ
長
ヘ
ニ
後

世
ニ
存
ス
ヘ
シ
、
若
シ
夫
レ
李
白
ヲ
挙
テ
、
人
生
ハ
夢
ナ
リ
ト
諦
ラ
メ
、
日

々
酒
ニ
酔
テ
泥
ノ
如
ク
ン
ハ
、
是
レ
人
生
ノ
如
何
ヲ
知
ラ
サ
ル
者
ナ
リ
、
彼

ノ
昆
虫
ヲ
見
ス
ヤ
、
其
生
命
ノ
果
敢
ナ
キ
事
、
風
前
ノ
燈
火
モ
官
ナ
ラ
ス
、
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朝
生
タ
死
、
宣
ニ
人
生
五
十
年
ノ
比
ナ
ラ
ン
ヤ
、
市
モ
尚
薄
紅
東
海
ノ
天
ヲ

染
ム
ル
暁
ヨ
リ
、
暗
黒
空
ヲ
洗
フ
ノ
タ
ニ
至
ル
迄
、
西
ニ
飛
ヒ
、
東
ニ
舞
ヒ
、

撃
々
汲
々
ト
シ
テ
労
苦
ス
、
況
ヤ
人
間
万
物
ノ
霊
長
タ
ル
ノ
身
ヲ
以
テ
、
自

ラ
勉
メ
ス
シ
テ
徒
ニ
白
駒
ノ
過
キ
易
キ
ヲ
恨
ミ
、
無
事
ナ
ル
人
生
ニ
罪
ヲ
負

ハ
シ
メ
テ
、
何
事
モ
為
ス
ナ
ク
、
唯
様
々
ト
シ
テ
光
陰
ヲ
消
過
シ
テ
可
ナ
ラ

ン
ヤ
、
春
花
ト
共
ニ
来
リ
、
春
花
ニ
先
チ
テ
調
零
ス
ル
ヲ
見
レ
ハ
、
人
ハ
皆

日
ク
、
花
何
ソ
無
功
短
命
ナ
ル
ノ
甚
シ
キ
ヤ
ト
、
市
シ
テ
自
ラ
遠
ク
花
ニ
如

カ
サ
ル
者
ア
ル
ヲ
知
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
夫
レ
散
ル
ノ
花
ハ
、
雌
雄
両
蕊
ノ
調
合

中
ヲ
得
テ
、
準
備
全
ク
成
リ
、
功
成
リ
名
遂
テ
、
後
散
ル
ノ
花
ナ
リ
、
宣
ニ

其
ノ
短
命
ナ
ル
ヲ
問
ン
ヤ
、
鴫
呼
人
生
ハ
絶
望
ノ
人
生
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
、

悲
哀
ノ
人
生
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
悲
哀
絶
望
、
人
自
ラ
招
ク
ノ
ミ
、
欽
羨
ス
、



もう一つの透谷

大
英
雄
、
大
文
豪
、
其
ノ
身
ハ
早
ク
朽
ル
モ
、
其
魂
ハ
大
塊
ヲ
呑
ミ
、
北
斗

ヲ
突
キ
、
幾
千
載
ノ
後
、
天
下
ヲ
シ
テ
尚
其
人
ヲ
忘
レ
サ
ラ
シ
ム
、
想
像
ス
、

噴
詑
タ
ル
揮
円
球
上
、
人
幾
億
万
、
絶
望
悲
哀
ノ
惨
境
ニ
沈
論
シ
テ
、
自
暴

自
棄
、
草
木
ト
共
ニ
朽
腐
シ
去
ル
者
幾
人
ソ
、
言
ヲ
寄
ス
、
人
間
長
然
康
然
、

徒
ニ
眼
前
ノ
行
楽
ニ
耽
リ
、
大
名
ヲ
後
世
ニ
残
留
ス
ル
ヲ
知
ラ
ス
、
山
水
風

月
ニ
沈
溺
シ
、
悠
々
閑
々
、
日
月
ヲ
迎
ヘ
、
星
霜
ヲ
送
リ
、
卓
然
昂
然
、
世

俗
ニ
超
絶
ス
ル
事
ヲ
勉
メ
ス
、
唯
生
レ
、
唯
死
シ
、
唯
食
ヒ
、
唯
媒
テ
、
行

路
ニ
怒
濡
高
澗
ナ
ク
、
言
ニ
金
石
ノ
語
ナ
ク
、
行
ニ
大
義
大
勇
大
智
ノ
高
節

ナ
ク
、
人
間
ノ
実
ナ
ク
シ
テ
、
人
間
ノ
名
ア
ル
者
ハ
、
実
ニ
是
レ
昆
虫
落
花

ニ
劣
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
抑
亦
人
生
ノ
賊
ナ
リ
、
ロ
ン
グ
フ
エ
ロ

l
氏
自
ク
、

人
世
ハ
確
実
ナ
リ
夢
ニ
ア
ラ
ス
ト
、
畳
二
千
古
ノ
格
言
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
、
暗
唱
、

(明
M
・
6
・
幻
『
穎
才
新
誌
』
第
七
百
二
十
六
号
)

「
人
生
」
五
十
年
、
「
唯
磁
々
ト
シ
テ
光
陰
ヲ
消
過
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
」
と
嘆

じ
、
「
鴫
呼
人
生
ハ
絶
望
ノ
人
生
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
反
転
、
「
言
ヲ
寄
ス
、

人
間
畏
然
康
然
、
徒
ニ
眼
前
ノ
行
楽
ニ
耽
リ
、
大
名
ヲ
後
世
ニ
残
留
ス
ル
ヲ
知
ラ

ス
」
し
て
、
「
唯
生
レ
、
唯
死
シ
、
唯
食
ヒ
、
唯
謀
テ
、
行
路
ニ
怒
湾
高
澗
ナ
ク
、

言
ニ
金
石
ノ
語
ナ
ク
、
行
ニ
大
義
大
勇
大
智
ノ
高
節
」
な
き
を
難
じ
て
い
る
。

こ
の
一
文
は
、
透
谷
前
半
の
、
「
当
世
文
学
の
潮
模
様
」
(
明
幻
・

1
)
に
お

け
る
、
「
鳴
呼
少
年
の
才
子
よ
、
文
学
の
真
味
蕊
に
あ
ら
ず
、
天
下
大
に
公
等
を

待
つ
所
あ
り
、
放
縦
に
誤
る
勿
れ
望
長
き
文
豪
よ
君
が
世
界
は
今
代
に
あ
ら
ず
し

て
未
来
の
他
の
時
代
に
あ
り
、
」
と
か
、
「
鳴
呼
愛
す
る
者
よ
願
ふ
は
余
を
し
て

再
び
公
等
を
歓
楽
者
と
呼
ば
し
め
な
よ
心
あ
れ
や
心
あ
る
者
よ
、
天
下
は
公
等
に

頼
り
て
救
は
れ
ん
と
す
」
な
ど
の
呼
び
か
け
や
、
更
に
は
、
透
谷
の
次
の
よ
う
な

言
説
を
訪
徐
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

嶋
呼
宣
に
然
ら
ん
や
、
憤
激
し
て
起
つ
可
き
社
界
は
汝
が
眼
前
に
横
は
ら
ず

や
、
区
々
恋
愛
の
説
明
吾
人
是
れ
に
摘
め
る
事
久
し
、
些
々
た
る
一
代
の
栄

声
を
求
め
て
拙
々
何
の
狭
陸
な
る
、
汝
が
前
に
粉
砕
す
可
き
悪
組
織
の
社
界

あ
ら
ず
や
、

(
「
時
勢
に
感
あ
り
」
明
幻
・

3
)

鳴
呼
外
面
に
歓
声
を
聞
き
裡
面
に
血
涙
の
滴
る
を
見
る
、
斯
の
如
き
は
民
を

思
ふ
の
士
の
宣
に
能
く
憂
悶
す
る
な
き
を
得
る
所
な
ら
ん
や
。
太
と
き
煙
管

を
口
に
し
、
美
く
し
き
酒
盃
を
手
に
す
る
は
学
者
か
政
治
家
か
将
た
宗
教
家

か
、
わ
れ
彼
等
に
対
し
て
惚
然
た
り
。
嶋
呼
泣
か
ん
乎
笑
は
ん
乎
、
迷
ふ
事

久
し
。
わ
れ
に
命
ず
る
者
あ
り
、
日
く
憂
ひ
ょ
、
憂
ふ
る
聞
に
楽
あ
ら
ん
。
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(
「
泣
か
ん
乎
笑
は
ん
乎
」
明

n
・
4
)

結
局
、
透
谷
は
、
「
人
世
ハ
確
実
ナ
リ
夢
ニ
ア
ラ
ス
」
と
い
う
、
こ
の
第
四
の

ル
ー
ト
を
走
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
一
呼
吸
お
い
て
、
「
自
然
は
広
漠
た
る
大
海
に
し
て
人
生

は
廷
々
た
る
浮
島
に
似
た
り
。
」
(
「
万
物
の
声
と
詩
人
」
明
間
・
印
)
と
か
、
「
仰

い
で
蒼
胃
を
観
れ
ば
、
無
数
の
星
宿
紛
糾
し
て
我
が
頭
に
あ
り
。
顧
み
て
我
が
五

尺
を
視
、
更
に
文
内
観
し
て
我
が
内
な
る
も
の
を
察
す
る
に
、
彼
と
我
と
の
距
離

甚
だ
遠
き
に
驚
ろ
く
。
不
死
不
朽
、
彼
と
与
に
あ
り
、
衰
老
病
死
我
と
与
に
あ
り
、

鮮
美
透
涼
な
る
彼
に
対
し
て
、
捜
み
易
く
折
れ
易
き
我
れ
如
何
に
翻
然
た
る
べ
き

ぞ
。
」
(
「
一
夕
観
」
明
m
-
H
)
と
い
っ
た
世
界
へ
と
続
い
て
ゆ
く
の
で
、
そ
こ



に
一
つ
の
変
成
を
み
る
.

五

こ
の

T
.
K
.
氏
が
何
者
か
は
不
明
で
あ
る
。
国
木
田
哲
夫
の

T
.
K
.
、
徳

冨
健
次
郎
の
T
.
K
.
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

T
.
K
.
氏
は
、
こ
の

四
論
の
み
を
提
示
し
て
消
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
内
容
は
、

い
か
に
も
透
谷

に
近
い
。
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
面
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
透
谷
が
、
必
ず
し

も
当
代
に
抜
き
ん
で
て
い
た
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
も
の
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
中
で
精
神
の
自
律
、
自

我
の
解
放
を
高
唱
し
た
、
透
谷
の
秀
抜
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

噌

4企っしMη，ゐ

透
谷
は
、
結
局
、
旅
行
者
に
も
、
平
和
運
動
家
に
も
、
翻
訳
家
に
も
な
ら
な
か

っ
た
・
も
し
そ
れ
ら
の
ど
れ
か
を
選
ぶ
か
ど
れ
か
に
深
く
は
い
っ
て
い
た
ら
、
ま

た
一
つ
の
可
能
性
が
聞
け
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
透
谷
は
第
四
「
人

生
」
的
な
内
実
の
方
向
で
そ
の
生
を
走
っ
た
。
山
野
を
疾
駆
し
た
ト
ラ

l
ヴ
エ
ラ

もう一つの透谷

ー
の
放
恋
が
後
期
の
透
谷
に
あ
っ
た
ら
、
西
行
の
街
復
を
試
み
た
り
、
近
代
化
の

原
景
た
る
西
欧
を
旅
し
て
い
た
ら
と
思
う
し
、
透
谷
に
木
下
尚
江
や
賀
川
豊
彦
的

な
運
動
の
具
体
が
あ
っ
た
ら
と
も
思
い
、
そ
し
て
も
し
「
戦
争
と
平
和
」
の
本
格

的
な
翻
訳
の
試
み
が
あ
っ
た
ら
な
ど
と
思
う
の
は
、
一
種
の
な
い
も
の
ね
だ
り
の

愚
き
わ
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
四
つ
の
投
稿
論
は
「
も
う
一
つ
の
透
谷
」

の
措
定
を
許
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
(
ま
き
ば
や
し

こ
う
じ
、
広
島
大
学
大
学
院
教
授
)




